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革新的新薬を創製する仕組みづくりと取組の推進
AMED IND ENGINE 『AND-E（あんでぃ）』
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AMEDで支援する研究開発の社会実装に向けて

◼ 昨今の革新的新薬においてはアカデミアのイノベーションが単独でそのまま創薬に繋がることは稀であり、

複数のイノベーションを適切な標的・モダリティ・適応症を組み合わせを念頭にして”創薬研究”に仕立てる事が重要

◼ そのように“創薬研究テーマ”を作り、製薬企業の創薬プロセスに乗せることが重要

→ 企業経験者の目線で、アイデア付加や他研究との組み合わせを行う

出典：日本製薬工業協会 2025年2月26日「会長記者会見」資料を一部改変

双方からこのギャップを越える

AMED 製薬協

双方でこのギャップを越える

単独の基礎研究だけでなく、他の基礎研究やアイディアを
組み合わせて新たな創薬研究テーマを生み出す

創薬研究
テーマ
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先端軍事技術研究プロジェクトを指導する米国国防総省の機関
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数々の長年に渡る基礎研究の成果の組み合わせにより、COVID-19mRNAワクチンが生み出された

▶ 一つの製品を生み出すには、技術や専門人材が連携し、創薬することが不可欠に

mRNAに関連する技術革新の変遷
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要素技術の組み合わせの重要性

２．日本の創薬力の現状と製薬産業を取り巻く環境変化
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革新的新薬創出に向けたAMED内の実用化支援の既存の取組とAND-Eの位置付け
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治験・臨床試験
申請
承認

創薬研究→実用化、
ポートフォリオ管理
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＜AMED創薬ブースター事業等＞
アカデミアシーズへの伴走支援

＜創薬ベンチャーエコシステム強化事業等＞
創薬ベンチャーの企業導出補助

＜AMED-FLuX＞
AMED課題へのコンサルティング

基礎
標的、モダリティ、評価方法

創薬研究Y
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創薬研究X
モダリティ

標的

評価法

AMED基礎研究課題

＜AND-E＞

①AMED課題から
創薬研究創出

②各事業との連携によるAMED内のバリューチェーンの構築
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AND-Eの今後の活動計画（案）

➢ ステップバイステップで確認しながら進めていく

〈第１段階〉

⚫ “創薬研究”立ち上げのためのAMED課題の選出

✓ 企業経験人材が企業的視点で、AMED課題を見渡して「創薬に繋がりそうな課題」を選定

⚫ 既存の創薬支援事業の取組内容の確認とそれらとの連携の模索

✓ 将来的なバリューチェーンの構築を念頭に

〈第２段階〉

⚫ 選出したAMED課題を起点にした創薬研究計画、支援内容の立案

⚫ 創薬研究計画が立案できたものから創薬研究、並びに支援開始

✓ 企業的視点により、“創薬研究”を開始
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参考資料
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自己紹介 （学歴、職歴）

• 1983年4月 三菱化成工業㈱(現三菱ケミカル㈱)入社

• 2005年7月 三菱ウェルファーマ㈱創薬本部研究部門創薬第四研究所長

• 2006年7月 同社創薬研究本部化学研究所長

• 2007年10月 田辺三菱製薬研究本部創薬化学研究所化学第二部長

• 2010年4月 同社研究本部創薬化学第二研究所長

• 2012年4月 同社理事研究本部創薬化学第二研究所長

• 2014年4月 同社執行役員研究本部研究企画部長

• 2015年4月 同社執行役員CMC本部長

• 2017年4月 同社執行役員創薬本部長

• 2018年4月 同社常務執行役員創薬本部長

• 2019年6月 同社取締役常務執行役員

• 2020年4月 同社代表取締役 社長執行役員

• 2023年4月 同社代表取締役

• 2023年5月 日本製薬工業協会会長

• 2025年5月 日本製薬工業協会会長 退任

• 2025年6月 同社代表取締役社長 退任

• 2026年1月 日本医療研究開発機構理事長特任補佐（革新的新薬創製担当）/参事役
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